
１年生の生徒が農業体験を行いました！！

５月２５日（木）の午前、１年生４０名が農業体験に参加しました。当日は天気に
恵まれ、絶好の農作業日和でした。バスに乗って町内５カ所に移動し、田植えや作物
の苗を畑に植える作業の手伝いを頑張りました。生徒は慣れない作業に悪戦苦闘しな
がらも、一生懸命頑張りました。なお、当日ご協力いただいた各農家の皆様方には、
この場を借りて厚くお礼を申し上げたいと思います。

（みんなで協力して田植え作業を
汗を流しながら頑張っています。）

（花の定植作業と苗床を作っているところです。）

「笹竹の精神」が支える地域と福祉の未来！
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５月３０日（火）の午後、令和３年度の卒業生を３名お招きして、卒業生
講話を持ちました。当日は、進路実現に向けた学校生活のあり方について、
ご自身の体験談と六高生へのアドバイスを交えてお話しいただきました。

戸澤桃香さん
（株式会社リーディングアクター）
・今の会社に決めたきっかけは、
進路ガイダンスで話を聴いて、
自分の希望が叶えられる職場と
確信したことだった。

・就職を考えたとき、自分自身何
が好きで、何であれば続けられ
るかを考えて、就職先を決めた。

・今の仕事をする上で大切なこと
は、素直さ、情報の共有やチー
ムワーク、何より分からない時
は質問することである。。

・今の仕事では、幅広い年齢層を相手にするため、コミュニケーションが大
切である。話題作りのためにニュースを見ている。

・どのような仕事でも一つ一つ丁寧に頑張ることで自分のためになる。

齊藤 翼さん（ＴＤＫエレクトロニクスファクトリーズ株式会社）
・就職する上で大切なことは体調
管理である。学生だと、理由が
あれば休めるが、社会人では特
別な理由がなければ休めない。
仕事上夜勤もあるので、体調管
理はとても大切である。

・仕事の話をする時、メモをとる
ように心がけている。メモを見
て再確認しながら自力で仕事を
こなすことができる。しかし本
当に困った時は同僚や上司に質
問することも、場合によっては
必要である。

・就職でも進学でも、後悔のないように今を頑張ってほしい。そして本当
に自分がやりたいことを一番に考えて決めてほしい。人に合わせるので
はなく、自分でしっかり考えて、決めることが一番大切である。

髙橋心晴さん
（大仙美郷介護福祉組合）

・高校時代にもっと学習意欲をもっ
て勉強を頑張れば良かった。当時
はボランティア活動などに忙しく
追われていた。

・就職して、学べることがないかと
日々考えながら毎日を送ってい
る。どのようなことでも学べるう
ちに学ぶことが大切である。

・国家試験に向けて高校時代の最後
の１年はとても大変だった。しか
し、介護士になるために勉強を頑
張った日々や当時のクラスメート
の存在はとても大きい。だから今、

介護士として忙しく、大変な部分もあるが、充実した気持ちをもって一生懸
命頑張っている。様々なことを任されるとやりがいを強く感じる。

令和５年度卒業生講話が実施されました。




